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	　開会あいさつ。

　それでは、会議に入ります。

　前回の議事録の確認をお願いいたします。
　訂正などありませんか。

（「ありません。」の声あり。）

　みなさん事前に見て来られて、問題ないそうです。

　後ほど、署名をお願いいたします。
　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　今年も、あと10日程で終わるわけですが、今年１年あった中でいくつか自分の頭の中にある出来事で教育委員会で大きな仕事だったかと思いますと、一番大きかったのは統廃合が、あと大山地区を残すのみでありますが、調印までできて、来年４月には新しい学校が５つできるということであります。大変な骨折りを職員はして、それをまとめ上げていったというのは、市役所の職員というのはすごいと思います。後は大山地区がうまくまとまるようにと思います。
　それから、今度の議会で東中のプールの事故、和解が成立し、支払う金額も決まったということで、私もこれは任期中に解決できたらいいなと、思っていた件です。次の方にお願いしますというのは、ちょっとできかねる内容でございました。でも、思いのほか和解が早く成立して、和解が成立したからといって子どもさんの体が元に戻ってくるわけではありませんけれども、ひとつの階段を上がったかなと思っております。
　あと、公民館の一本化ができたりなど、たくさんの出来事があったわけですが、大きくその２点が私の頭の中にあることであります。
　大変教育委員さん方にもいろんな論議をしていただき、進め方には協力や知恵をお借りすることができました。本当に有り難く思っております。一年間ありがとうございました。　
　
それでは、議事に入っていきます。
　議案第97号　日田市奨学資金に関する条例施行規則の一部改正について、教育総務課お願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　議案集の１ページ一番下のところですが、条例の号数、カッコが抜けていると思いますが、これが昨日決定いたしまして、「条例第41号」となっております。
　２ページをお願いいたします。２ページの一番上ですが、運営委員会の構成ということで、これが右側の改正前は「顧問　若干名」ということになっておりましたけれども、ご存知のように運営委員会の中に顧問を置いておりません。現実に今後もおく必要がありませんので、これを削除する改正であります。
　それから、第３項第３号のところであります。「市長の補助機関の職員」という言い方になっておりますけれども、通常の言い方では「市の職員」という言葉を現在使っておりますので、合わせまして「市の職員」としております。その他学識経験者についても、置いておりませんので、この部分も削っております。なお市の職員というのは、副市長に委員に入っていただいております。
　それから、３ページですが第５条真ん中辺りになります。改正前の第３項のところで、「顧問」について記載をしておりましたので、これについても削るということになります。
　それから第７条、一番下でございますけれども、これまで「委員会に庶務を置く。」となっておりましたけれども、明確にするために「運営委員会の庶務は教育庁教育総務課において処理をする。」という文言に変えております。
　４ページになりますが、一番上の方に「幹事」、「書記」というような言い方をしておりますが、これについては教育総務課で庶務を行うとしておりますので、特に幹事、書記という者は置いておりませんので、これも削除しております。
　それから第８条です。第８条につきましては、学業等の資質、今回学業とか、その他の資質を総合的に判断して、貸与する方を決定していこうという考え方ですが、その対象者の認定の仕方を定めております。一部のところで学業等については学校長の推薦調書、成績証明書で認定をすると、第２号のところにおきましては、保護者の方が２年以上日田市に引き続き居住しているということが、条例に条件として書かれておりますので、その認定にあたっては、「住民票により認定をします。」という文言を入れております。経済的な状況におきましては、家族構成、それから世帯員全員の所得証明をもって、経済的状況を判定するということにしております。
　第９条の内の第２項、それから５ページになりますけれども第２項、第３項の辺りに今回保護者の災害、それから年度中途に、例えば９月や10月に入学する学校が出てきておりますので、「そういった方についても年度中途の受付を行う。」ということを５ページの第２項と３項のところに書いてございます。
　それから第10条といたしまして、今回から奨学金とは別に入学準備金を募集することができるように変更いたしましたので、その申し込み手続きについて、６ページに掛けまして、その申し込みに必要となる書類等、それから入学準備金についても年度中途の申し込みを受け付けることにしておりますので、その旨を規定しております。
　また、第12条「誓約書」でございますけれども、奨学金の貸与決定を受けた場合の誓約書の提出、それからその添付書類、また次のページになりますが第14条のところで、奨学金の貸与が終了した場合や入学準備金の貸与決定を受けた場合に提出していただきます借用証書、それから添付書類に付きまして、７ページから８ページに掛けまして規定をしております。
　次に８ページの第15条でございますが、「決定の取り消し」となった場合の通知書の交付、これは条例の中で必要な提出書類等の提出が遅れた場合については、「決定取り消し」ができる旨を今度条例の中に入れましたので、この「決定取り消し」について、また、第16条では「廃止決定」を受けた場合の返還の方法について規定をしております。
　第16条では「返還の猶予、免除」ということで、例えば退学をした場合ですとか、貸与の辞退を言ってこられた場合については、貸与を廃止した場合に一括返済などのその返還方法については、「運営委員会の審査決定をもって返還方法を決定する。」ということにしております。
　他に、「返還の期間」、「延長のやり方」、最終の第19条になりますけれども、この中に書かれております以外のことについては、「別途教育委員会の方で規定を定めます。」というような、一部改正といいましても、この規則の全般的な改正ということでしておりまして、この規則におきまして手続き的なことを規定しているところでございます。
　概略、以上のような改正でございます。
　はい、ありがとうございました。
　緻密といいますか、現実性が加わってきていると思います。お金を借りると貸すがありますけれども、これは現実に合わせた方が良いと思います。どうでしょうかみなさん。ご意見などありますか。
　２ページの委員の中で、これまでの会議の中では、「その他の学識経験者」として、育友会関係の方がこられたりして、意見をいただいていたのですが、これを敢えてはずした理由は何かあるのでしょうか。
　特に学識経験ということではなくて、今現在委員さんに入っていただいている方が、教育委員さん方全員、市議会から議長と教育福祉委員会から1名、その他に入っていただいているのが、日田高校の校長先生、これは高等学校の校長代表ということですね、それから中学校の校長代表ということで、東有田中の校長先生が入っておりまして、これにあと副市長という形で、いわゆる学識経験として入っている方がいないものです。

　育友会長は、来てなかったですかね。

　入っておりません。

　わかりました。

　委員のメンバーを見ましても、十分ではないでしょうか。
　他には何かありませんか。
（「ありません。」の声あり。）
　議案第98号　日田市教育委員会事務委任規則の一部改正について

教育総務課お願いします。

　議案集11ページでございます。
　日田市教育委員会事務委任規則の一部改正です。これにつきましては、今変更いたしました奨学資金運営委員会の委員さんの文言を追加したもので、これまで奨学資金運営委員会委員さんについては、市長が委嘱するという形に条例上なっておりましたが、今回条例の中で教育委員会が委嘱する形をとりましたので、教育委員会事務委任規則の中で運営委員さんの委嘱について規定をするという改正でございます。
　以上でございます。
　何か、質問や疑問がありましたら、どうぞ。
（「ありません。」の声あり。）

　議案第99号　日田市立学校職員人事評価にかかる苦情相談取扱い要綱の制定について　学校教育課お願いします。

　議案第99号でございます。議案の13ページからでございますが、14ページ、15ページに理由で書いてありますように、大分県の市町村立学校職員評価システムの実施要綱第18条の規定に基づきまして、苦情相談取扱要綱をこのように定めて所要の措置を講ずるものでございます。理由のところに「職員」という言葉が抜けております。「評価」の前に「職員」という言葉を挿入してください。「職員評価システム」でございます。
　13ページに戻っていただきまして、日田立学校職員人事評価に係る苦情相談の取扱要綱を県の定めに従いまして、以下のように本市で定めて行きたいと思っております。これは「大分県市町村立学校職員評価システム」というのがございまして、そのシステムによって評価をされた教職員が自らの評価について苦情相談を行うその方法等について定めたものでございます。
　第２条には、まず苦情相談を受ける場所といたしまして、日田市教育センターを設定をいたしております。教育センターの研修兼相談係長及び教育相談員をもって「相談員」にあてるということが第２条であります。
　苦情相談の方法として第３条でございますが、「人事評価苦情申出書というものを作成し、日田市教育センターに対し、電話または面談により苦情相談を行うことができる。」ということになっております。
　第４条は相談を行うことができる期間、第５条につきましては、「評価者等」というところの評価者につきましては、まず第１の評価者は学校長になります。調整者が学校教育課長、それから最終調整者が教育長ということになりまして、その評価者が「調整者等」と表しております。
　14ページに参ります。市の苦情相談の要綱はここに定めるとおりでございますが、市の相談によって、なお且つ、合意納得できなかった場合につきましては、大分県教育委員会にも「苦情審議委員会」というようなシステムを持っております。そちらの方に再度申し立てができるというような規定が第６条であります。
　以上のようなことで、あと省略させていただきますが、評価システムによって評価をされた教職員、とりわけ「５段階のＤ評価、Ｅ評価」を受けた教職員の苦情相談について、その流れ等を要綱に定めたものが議案第99号でございます。よろしくお願いいたします。
　はい、苦情相談というと身近なことのように感じますけれども、これはかなりレベルの高い苦情ですから、普通の苦情とは違うのですけれども、ちゃんとした制度ができて、これを守っていくというものでございます。事前に勉強させていただきましたが、何かご質問などございましたらどうぞ。
　意見みたいなものですが、この人事評価システムにしても、「評価をするためのきまり」を作るというのはわかりますし、今度はそれに対する納得がいかない場合に苦情相談を受け付ける、という今度の取り決めも十分理解もできます。ただ、どうしても３年前に起きた大分県の教員の不祥事があって、県が「無理やり」ではないにしても、かなり強引に作り上げた制度のような感じがしてなりません。人が人を評価するわけですから、評価システムにしても、苦情の受付にしても、取り決めで運用することを全く拒絶はいたしませんが、ぜひ注意をしながらというか、やっていきながら実際の効果とか、評価の決定とかいうのを十分日田市なりに考慮して、決して「県から言われたからやる」というのではなくて、検討して評価をするなり、苦情を受けるなりしていただけたらと思います。
　おっしゃるとおりでございまして、県の方にも苦情相談制度というのがございます。この評価システム自体が大分県の教育委員会が不祥事を受けまして作り上げたものでございます。
　当時の小矢教育長についても「これはベストな方法ではないと自分も思っている。」と、これを1年、2年、3年と活用していく中で、不備な点、足りない点について補っていくということを県教委も申しております。実際毎年少しずつ変わっておりますので、また来年も若干手直しがあろうかと思っているところでございます。やはり苦情がでないのが一番いいわけでございまして、そして不正のない、公正公平な制度がよいわけでございまして、そういったことを目指して行きたいと考えております。
　一点付け加えをさせていただきますと、県の苦情相談制度と市の苦情相談要綱の一番の違いは、県は「調査調整委員会」というものを別に持っております。つまり、苦情を受けたことに対して、実働して教職員との間を調整していく役目の委員会ですが、日田市は敢えてそれを作っておりません。というのは、相談を受け付けて十分に聞いて、再度指導を行う。それについて市がもう調整はいたしません。県にそのシステムがありますので、それに則って苦情相談といいますか、調査調整をやっていただきますということで、考えております。
　この人事評価の方法で、評価者が校長先生ですね。それを受ける調整者には学校教育課長という職責のある方がなさるということで、大変な仕事かと思います。それでも調整がつかない場合は教育長が入っていく制度ということでございますから、大変でしょうけれども、がんばっていただきたいと思います。
　他に何かありませんか。
（「ありません。」という声有り。）
　はい、それでは結構です。
　報告事項に移らせていただきます。
　寄附採納報告（平成23年11月期採納分）お願いします。
　議案集の16ページをお願いいたします。
　報告第19号　平成23年11月期分寄附採納についてでございます。まず、大明小学校に図書カードを「夜明ふるさと祭り実行委員会」から、「夜明ふるさと祭り」の益金からと思いますが、１万円の図書カードをいただいております。
　そして、東渓中学に天瀬町にあります「創価学会九州池田記念墓地公園」から図書を20冊、4万3,500円相当をいただいております。
　それから、一般寄附といたしまして、市内の各中学校にということで、「ヒップホップダンスDVD教材(入門編)」13本、8万4,500円相当をいただいておりますが、寄付者であります「株式会社オフィスC・E・R」の代表取締役高瀬道男さんという方は、お父さんが日田出身の方ということで、東京でダンス教室をされているそうです。今回、中学校でダンスが必修科目になるということで、それであればDVD教材を作っているので活用してくださいとの趣旨で、こちらにいただいた経緯のようでございます。
　この3つの寄附が11月にございまして、合わせまして13万8千円相当の寄附をいただいたところでございます。
　以上、ご報告申し上げます。
　はい、それでは次に進んでよろしいでしょうか。
（「はい。」という声有り。）

　1月期定例教育委員会会議の日程について、お願いします。
　1月の定例教育委員会につきましては、1月25日の水曜日午後３時からを予定いたしております。
　よろしいでしょうか。
　はい、良いですよね、1月25日の水曜日で。
（「はい。」の声有り。）

　その他でありましたら。
　はい。生涯学習課でございます。
　別紙でピンクの紙をおあげしております。11月の定例教育委員会で平成24年の成人式につきまして、ご案内をしたところでありますが、12月１日に社会教育委員会がございまして、正式に決定をいたしました。来年の１月８日の10時から受付、式典が11時ということで、教育委員さんにはすでにご案内をしておりますので、当日はご出席の程よろしくお願いしたいと思います。
　式典につきましては、できるだけ成人者の方が司会とかピアノ演奏とか意見発表とかしていただくように、応募して決定いたしました。国歌斉唱と日田市歌の斉唱につきましては、少年少女合唱団が舞台で歌っていただけるということでご了解いただきましたので、これでまた明るい成人式になるのではないかと考えております。
　日程としましては、11時から式典がございまして、12時5分に終了後、地区公民館ごとに成人者と自治会長さん、公民館長さんで写真撮影をして、1時半頃までに終るようにしております。
　各課の課長さん方には既に動員のお願いをしているところであります。ぜひよろしくお願いしたいと思います。また、１月５日に動員者の打ち合わせ会をするようにいたしておりますので、職員の動員をお願いいたします。
　以上でございます。
　委員の皆さん出席ということでよろしいですね。
　私は礼服を着るということですね。
　はい、よろしくお願いいたします。

　他にどなたかありませんか。
　今年最後のお願いでございます。
　９月に始まりました私どもセンターの定期講座が、第８回目で終わります。今度の12月25日の日曜日ですが、２時半から佐藤禎一さんをお迎えいたしまして、「世界遺産を巡って」という題で講演をいただきます。佐藤禎一さんは大分出身で元文部科学省の事務次官で、文化庁の中にあります文化審議会の「世界遺産特別委員会」の委員をされていらっしゃいます。今回、いろんなご縁がございまして、ご講演をいただくようになりました。
　ぜひ、忙しい時ではございますけれども、時間を割いていただければと思っております。
　以上です。よろしくお願いいたします。
　佐藤先生は前も一度講演をなさったのではなかったですか。今回初めてですか。
　こういった世界遺産については、初めてだと思います。お見えになったのは、淡窓さんの「没後150年」の時に確かお見えになったのだと思います。

　そうでしたか。楽しみにしております。

　今回咸宜園教育センターは、世界遺産を含めてこういう講演会を８回もやって、内容もすばらしくて、よく頑張っていらっしゃると思って感心しております。来年も切らさずに何かやっていただくようにお願いいたします。
　学校の統廃合で、来年は12の小学校が4つになるわけですね。これはすごいと言うか、素晴らしいことで、私も70数年間生きてきて、戦後の惨憺たる教育状態から学校がずっと増えたりして、今度は減る方になって、その状態を見てきまして、感無量といいますか、大変な時代を生きてきたとつくづく思っております。
　これからは、よい学校が揃ってくる、１学年一人というケースが日田市内にありますが、やはりこれは異常な状態で、教育と言うのは何人か集まってやるのが教育だと思います。来年はそれが解消されるということで、今年解消された大明小学校を見てきましたが、大変感激しました。生き生きと子どもたちが勉強しているのを見てですね、これが本当の教育だなあと感じました。それに一歩ずつ近づくわけで、「これからの教育は楽しいなあ。」という考えを持っております。
　それをなさってきたのは、日田市の教育委員会なんです。こういう大変なことを人事で入れ替わりながらもきちんとできたということは、教育委員会というか教育庁の努力が連綿と続いて、解決につながってきておるということで、皆さんのご努力に感謝をいたします。
　ありがとうございました。良い年をお迎えください。
　それでは、これで今年最後の定例教育委員会を終了いたします。お疲れ様でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時刻：午後３時３６分
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